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結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
人
の
相
談
や
出
会
い

の
仲
介
を
、
六
名
の
縁
結
び
相
談
員
が
お
手
伝
い

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
を
払
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
気
軽
に
担
当
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

※�

条
件
な
ど
が
合
わ
な
い
場
合
、
お
見
合
い
に

至
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

　

五
泉
市
在
住
ま
た
は
将
来
五
泉
市
に
居
住
す
る

見
込
み
の
あ
る
、
概
ね
二
〇
歳
以
上
四
五
歳
以
下

の
独
身
の
男
女

《
縁
結
び
相
談
員
》

　

○
浅
井
京
子
さ
ん　
　

（
郷
屋
川
二
・
女
性
）

　

○
五
十
嵐
美
知
子
さ
ん
（
本
村
七
・
女
性
）

　

○
河
内
桂
子
さ
ん　
　

（
横
町
二
・
女
性
）

　

○
品
田
勝
さ
ん　
　
　

（
安
出
・
男
性
）

　

〇
松
井
聡
さ
ん　
　
　

（
駅
前
二
・
男
性
）

　

〇
目
崎
禮
子
さ
ん　
　

（
尻
上
・
女
性
）

　

※�

相
談
員
は
、
男
女
間
わ
ず
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

縁
結
び
相
談
方
法

①�

電
話
又
は
メ
ー
ル
な
ど
で
担
当
係
に
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

�

メ
ー
ル
の
場
合
は
代
表
ア
ド
レ
ス
に
「
縁
結
び

相
談
員
へ
相
談
希
望
」
な
ど
と
記
載
し
て
メ
ー

ル
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
確
認
後
、
担
当
係
よ
り
返
信
し
ま
す
。

②�

登
録
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
や
希
望
す
る
縁
結
び
相
談
員
等
を
記

入
し
、
写
真
（
全
身
が
写
っ
た
も
の
）
と
と
も

に
担
当
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
郵
送
で
提
出
も
Ｏ
Ｋ
で
す
）

　

※�

特
に
相
談
員
の
指
定
が
な
け
れ
ば
、
担
当
係

か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

※�

添
付
し
た
登
録
申
込
書
を
両
面
印
刷
し
て
ご

記
入
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

③�

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
登
録
申
込
書
等
を
、
担

当
係
か
ら
指
定
の
縁
結
び
相
談
員
へ
渡
し
ま
す
。

④�

縁
結
び
相
談
員
か
ら
結
婚
を
希
望
す
る
ご
本
人

へ
、
面
談
の
日
程
調
整
の
連
絡
を
入
れ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

県
は
平
成
二
九
年
～
三
一
年
度
の
三
年
間
で
総
額

五
億
一
、六
五
一
万
円
を
新
病
院
を
建
設
す
る
医
療
法
人
真
仁

会
に
支
援
。
地
域
基
幹
病
院
整
備
補
助
事
業
と
し
て
、
救
急
医

療
等
の
医
療
資
源
が
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
、

医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、
南
部
郷
総
合
病

院
と
北
日
本
脳
外
科
病
院
の
再
編
に
よ
る
中
核
的
な
病
院
の
整

備
を
目
的
に
支
援
す
る
。

結
婚
を
希
望
す
る
方
へ

『
縁
結
び
相
談
員
』が
応
援
し
ま
す

出
会
い
が
な
い・・・

と
悩
ん
で
い
る
人
へ

五
億
一
、六
五
一
万
円
を

新
病
院
に
県
が
支
援
決
定
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新農業戦略対策特別委員会

　

平
成
三
〇
年
一
月
二
四
日
か
ら
三
日
間
、
建
設
公
安
委

員
会
の
県
外
行
政
視
察
に
参
加
。
視
察
先
は
淡
路
島
、
高

松
、
神
戸
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
初
日
は
大
雪
に
よ
り
新

潟
発
伊
丹
行
き
の
飛
行
機
が
欠
航
。
急
遽
陸
路
に
変
更
し

て
向
か
う
。
予
定
が
大
幅
に
遅
れ
た
た
め
淡
路
島
の
視
察

は
キ
ャ
ン
セ
ル
。

　

平
成
二
七
年
、
岡
山
県
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
総
額

は
一
六
億
二
、三
七
〇
万
円
と
過
去
最
悪
を
記
録
し

た
。
前
年
か
ら
の
増
加
額
は
七
億
五
、七
九
〇
万
円

と
、
全
国
で
最
悪
の
状
況
と
な
り
、
早
急
な
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
岡
山
県
警
察
は
、
特

殊
詐
欺
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
、
電
話
や

出
前
講
座
で
注
意
を
促
す
取
組
で
あ
る
「
特
殊
詐
欺

被
害
防
止
総
合
対
策
ベ
ー
ス
事
業
」
を
、
民
間
に
委

託
し
、
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

岡
山
県
警
察
か
ら
業
務
を
受
託
し
た
の
は
株
式
会

社
パ
ソ
ナ
岡
山
で
、
パ
ソ
ナ
岡
山
は
、
専
用
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
岡
山
県
警
察
が
事
件
捜
査

の
過
程
で
押
収
し
た
名
簿
な
ど
を
も
と
に
、
ス
タ
ッ

フ
が
高
齢
者
を
中
心
に
電
話
を
か
け
、
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
出
前
講
座
で
は
、
ス
ー
パ
ー

や
病
院
な
ど
に
出
向
き
、
ク
イ
ズ
や
模
擬
体
験
で
被

害
防
止
を
呼
び
か
け
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
事
業
は
、
平
成
二
八
年
七
月
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
三
一
年
三
月
二
七
日
ま
で
実
施
さ
れ
る
。�

　

神
戸
空
港
は
、
阪
神
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
防
災
拠
点
と
し

て
神
戸
市
の
沖
合
を
埋
め
立
て
て
建
設
さ
れ
、
平
成
一
八
年
に

開
港
し
た
。

　

二
四
時
間
運
用
が
可
能
な
は
ず
の
海
上
空
港
で
あ
る
が
、
国

土
交
通
省
は
、
平
成
一
七
年
に
関
西
三
空
港
の
機
能
分
担
を
示

し
、
神
戸
空
港
の
運
用
時
間
は
一
五
時
間
、
発
着
枠
は
国
内
線

の
み
一
日
三
〇
往
復
と
制
限
し
た
。
こ
の
た
め
、利
用
者
数
は
、

開
港
翌
年
度
の
二
九
七
万
人
を
ピ
ー
ク
に
低
迷
し
て
い
た
が
、

今
月
発
表
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
ス
カ
イ
マ
ー
ク
が
ビ
ジ
ネ
ス

客
や
旅
行
客
を
好
調
に
取
り
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
平
成
二
九
年

の
旅
客
数
は
三
〇
四
万
人
超
と
、
平
成
二
八
年
比
で
一
五
％
増

え
た
。

　

一
方
、
関
空
で
も
、
昨
年
度
の
利
用
者
数
が
初
め
て
二
、

五
〇
〇
万
人
を
突
破
し
た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
好
調
で
、Ｌ
Ｃ
Ｃ

が
相
次
い
で
就
航
し
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
用
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
増
設
し
た

が
、
い
ず
れ
飽
和
状
態
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
危
惧
の
声
も

出
て
い
る
。
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
に
よ
る
一
体
運
営
で
あ
れ
ば
、

神
戸
空
港
の
規
制
を
緩
和
し
国
際
線
の
乗
り
入
れ
な
ど
、
三
空

港
の
戦
略
的
活
用
に
道
が
開
け
る
と
見
る
向
き
も
あ
る
。

　

神
戸
市
は
、
平
成
二
八
年
六
月
に
神
戸
空
港
条
例
を
改
正
、

同
年
九
月
に
は
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
入
札
条
件
な
ど

を
ま
と
め
た
実
施
方
針
を
公
表
し
て
い
た
が
、
入
札
に
応
募
し

た
の
は
、
関
空
・
伊
丹
の
両
空
港
を
運
営
す
る
関
西
エ
ア
ポ
ー

ト
株
式
会
社
、
オ
リ
ッ
ク
ス
、
仏
ヴ
ァ
ン
シ
・
エ
ア
ポ
ー
ト
の

三
社
連
合
の
み
だ
っ
た
。
平
成
二
九
年
九
月
、
関
西
エ
ア
ポ
ー

ト
は
、
オ
リ
ッ
ク
ス
と
ヴ
ァ
ン
シ
・
エ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
共
同
で
、

関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
神
戸
株
式
会
社
を
設
立
し
、
神
戸
市
と
運
営

権
実
施
契
約
を
締
結
し
た
。

■
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

　
　
無
電
柱
化
の
四
国
地
方
の
現
状
と

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

■
神
戸
市
議
会

　
　
関
西
三
空
港
の
一
体
的
な
運
営
が
可
能
と
な
る

神
戸
空
港
の
民
営
化
に
つ
い
て

■
㈱
パ
ソ
ナ
岡
山

　
　
特
殊
詐
欺
撲
滅
に
向
け
た
特
殊
詐
欺

　
　
　
被
害
防
止
総
合
対
策
ベ
ー
ス
の

取
組
に
つ
い
て

■�

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱�

　
坂
出
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
二
〇
〇
年
以
上
利
用
さ
れ
る
橋
を
目
指
し
た

瀬
戸
大
橋
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

建
設
公
安
委
員
会
県
外
行
政
視
察

岡山県警の特殊詐欺被害防止総合対策ベース事業 
受託会社　㈱パソナ岡山のスタッフ

出前講座のチームワークと熟練演技により
特殊詐欺の注意喚起をはかる。

↑瀬戸大橋、海面 140m の最上部より、本州側

←瀬戸大橋最上部からの景観、四国側

　

平
成
二
八
年
一
二
月
、「
無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
が
制
定
・
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
災
害
の

防
止
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確
保
、
良
好
な
景
観
の
形

成
等
を
図
る
た
め
、
電
柱
・
電
線
の
道
路
上
の
設
置
を
抑

制
す
る
無
電
柱
化
の
推
進
に
当
た
り
、
基
本
理
念
、
国
・

地
方
公
共
団
体
の
責
務
、
推
進
計
画
の
策
定
な
ど
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
無
電
柱
化
の
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
電

線
や
通
信
ケ
ー
ブ
ル
等
を
地
下
に
埋
設
す
る
整
備
コ
ス
ト

が
高
い
こ
と
、
電
力
・
通
信
事
業
者
と
の
調
整
が
難
航
す

る
こ
と
、
な
ど
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

電
線
共
同
溝
に
よ
る
従
来
方
式
の
工
法
で
は
、
整
備
費
用

は
一
㎞
当
た
り
、
土
木
工
事
費
だ
け
で
約
三
・
五
億
円
を

要
し
、
海
外
で
一
般
的
な
直
接
埋
設
方
式
と
比
較
し
て
も

コ
ス
ト
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

�　

瀬
戸
内
海
を
ま
た
い
で
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
十
の
橋
の

総
称
と
し
て
瀬
戸
大
橋
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

◦�

全
長　

九
、三
六
八
ｍ

◦�

種
類　

吊
り
橋
・
斜
張
橋
・
ト
ラ
ス
橋
の
三
種
類
併
設
。

上
部
が
自
動
車
道
路
、
下
部
に
鉄
道
の
二
段
構
造

◦�

総
事
業
費　

一
兆
一
、三
三
八
億
円

◦�

工
期　

約
九
年
半
（
昭
和
六
三
年
四
月
十
日
開
通
）

◦�

車
線　

道
路
四
車
線
構
造
・
時
速
一
〇
〇
㎞

◦�

設
計
速
度　

鉄
道
在
来
線
の
複
線
構
造
・
時
速
一
六
〇
㎞

◦�

耐
荷
重　

道
路
は
総
重
量
四
三
ト
ン
級
の
ト
レ
ー
ラ
連

結
車
が
走
行
で
き
、
鉄
道
は
総
重
量
一
、四
〇
〇
ト
ン

（
新
幹
線
で
は
一
六
両
編
成
）
の
二
列
車
が
同
時
走
行

で
き
る
。

◦�

耐
風　

秒
速
六
〇
～
七
〇
ｍ
（
過
去
の
瞬
間
最
大
風
速

は
五
三
ｍ
）

◦�

耐
震　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
程
度
の
大
規
模
な
地
震
ま

で
の
耐
震
を
想
定
。

　

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
は
、
海
上
を
ま
た
ぐ
橋
梁
が

多
く
存
在
す
る
が
、
腐
食
環
境
が
厳
し
い
う
え
、
海
上
で

あ
る
た
め
に
点
検
や
補
修
時
の
接
近
の
手
段
が
限
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
代
替
路
線
が
な
い
た
め
、
通
行
止
め
を
伴

う
大
規
模
修
繕
や
大
規
模
更
新
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
必

要
が
あ
り
、
予
防
保
全
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
維
持
・
補

修
を
行
っ
て
い
る
。

●
吊
橋
ケ
ー
ブ
ル
送
気
乾
燥
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

ケ
ー
ブ
ル
の
腐
食
を
防
ぐ
た
め
、
主
ケ
ー
ブ
ル
内
に
乾

燥
し
た
空
気
を
送
り
込
み
、
内
部
の
湿
度
を
抑
え
る
シ
ス

テ
ム
を
世
界
で
初
め
て
設
置
。
現
在
、
海
外
の
橋
で
も
シ

ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
近
ご
ろ
シ
ス
テ
ム
を
改
良

し
、
高
温
多
湿
時
と
低
温
時
と
で
異
な
る
除
湿
機
を
稼
働

さ
せ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
か
ら
、
消
費
電
力
を
約
三
〇
％

縮
減
で
き
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

●
塗
替
塗
装
の
コ
ス
ト
縮
減
対
策

　

長
大
橋
の
塗
装
面
積
は
約
四
〇
〇
万
㎡(

東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
の
敷
地
面
積
の
七
・
七
倍
）
と
膨
大
で
、
補

修
費
の
中
で
も
塗
替
塗
装
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
た

め
、
塗
膜
基
本
点
検
・
定
点
塗
膜
調
査
・
塗
膜
評
価
点
検

の
三
つ
の
点
検
を
行
い
な
が
ら
、
補
修
や
塗
装
の
計
画
を

立
て
て
い
る
。
定
点
塗
膜
調
査
で
分
か
っ
た
塗
膜
の
損
耗

量
か
ら
劣
化
曲
線
を
作
成
し
、
下
塗
り
の
塗
膜
が
露
出
す

る
前
に
塗
り
替
え
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

　

平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）
か
ら
全
面
塗
替
塗
装
に

着
手
し
て
お
り
、
二
〇
二
二
年
ま
で
の
一
七
年
間
で
塗
替

塗
装
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

● 

吊
橋
ハ
ン
ガ
ー
ロ
ー
プ
の
非
破
壊
検
査
と
長
寿
命
化
対
策

　

供
用
開
始
後
約
一
五
年
が
経
過
し
た
こ
ろ
か
ら
、
さ
び

が
顕
在
化
し
て
き
た
た
め
、
ロ
ー
プ
内
部
の
腐
食
を
定
量

的
に
把
捉
す
る
た
め
の
非
破
壊
検
査
方
法
「
全
磁
束
法
」

を
開
発
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー
プ
の
塗
膜
割
れ
の
発
生
個
所

か
ら
水
が
進
入
し
て
腐
食
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

塗
料
を
確
実
に
充
填
で
き
る
塗
替
塗
装
の
方
法
を
実
施
し

た
り
、
樹
脂
等
を
圧
入
し
て
ロ
ー
プ
内
部
の
空
隙
を
埋
め

る
な
ど
、
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
る
。


